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たらぎ議会だより　第 90 号／２

議
会
報
告

集
出
荷
貯
蔵
施
設
整
備
事
業（
Ｊ
Ａ
上
球
磨
選
果
場
）

県
の
補
助
金
４
億
８
，２
５
０
万
円
を
予
算
化

　

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
は
、６
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
の
８
日
間
開
催
し
、専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
８

件
、条
例
等
４
件
、各
会
計
補
正
予
算
４
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、町
職
員
の
給
与
削
減
に
伴
う
条
例
案
の
否
決

に
伴
い
最
終
日
に
、補
正
予
算
２
件
、町
長
給
与
削
減
条
例
１
件
、選
任
同
意
３
件
、委
員
長
報
告
３
件
、発
議
１
件

が
提
案
さ
れ
、慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、一
般
質
問
に
は
、９
人

が
登
壇
し
、町
長
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

６ 月 議 会

本体工事請負契約を否決!!

算は、5 億 5,879 円を追加し
万円とする。

  削減に伴う条例を賛成０、反対 13。
  約を、賛成２、反対 11 で否決しました！

………………………4 億 8,250 万円
……………………………1,500 万円
……………………………5,664 万円

球磨選果場）……… 4 億 8,250 万円
区・柳野）   ……………… 1,500 万円
……………………………… 498 万円

リニューアルされる上球磨選果場

改修される黒肥地３区公民館



たらぎ議会だより　第 90 号／３

議
会
報
告 町職員給与削減・石倉改修  

☆国家公務員の給与削減で本町のラスパイレス
指数（国家公務員平均給与額100）が95.3から
103.1になり100に合わせるため、来年３月まで
職員の給与額を3.1％、町長２万５千円、副町長
２万円、教育長１万７千円をカットする条例案
が提案された。質疑のあと３人の議員が反対討
論をした。
▶久保田議員
　「内需拡大が必要で消費に回す方が良い」
▶吉瀬議員
　「削減するなら議会もやるべき」
▶林田議員
　「地方はこれまで努力してきているし国家公
務員が下げる前は町は95.3％」
　賛成討論はなく0：13で否決した。

☆黒肥地石倉改修本体工事請負契約は人吉市に
支店がある業者が落札し７，４０２万５千円で
締結する議案を質疑のあと２人の議員が反対討
論をした。
▶村山議員
　「町内の経済活性化・雇用拡大からすると町内
の指名業者が少なく町内でも施行能力は十分あ
る。」
▶源嶋議員
　「町が発注する仕事は地元に受注を」
　賛成討論はなく2：11で否決した。

６月定例会に提案された町職員の給与
また、黒肥地石倉改修本体工事請負契

平成25年度
補正予算

●歳入の主なもの

●歳出の主なもの

★農林水産業費県補助金……………
★民生費県補助金……………………
★繰越金………………………………

★集出荷貯蔵施設整備事業（ＪＡ上
★介護基盤緊急特別対策事業（黒３
★高齢者タクシー利用券給付事業…

特 別 会 計 補 正 額

一般会計補正予 
額65億3,941

○下水道事業 …………　37 万円
○久米財産区 ………… 150 万円

教育委員会選任同意
「故郷や国を愛し視野の広い心豊

かな日本人の育成」を教育信条と

してきました。学校や社会教育等

様々な経験を生かし、本町教育の

発展に努めたいと思います。

【新任】
山田 信雄 氏

（多良木）

議案否決理由は

責任を取り減給
　ふれあい交流センターえびすの湯の指定管理
者との契約のあり方、方針転換の責任を取り、町
長、副町長の給料を減額（３ヶ月間１０分の１
カット）する条例案が、最終日に町長から提出さ
れ、全員一致で可決した。
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臨
時
議
会賛否激突！賛否激突！ 臨時議会

（６月２７日）

国保税値上げは？
　多良木町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を定めることについては、賛成９人　反対４人で可
決。内容は医療費に充てる国民健康保険税が、約４千３百万円不足するため国保税を上げ、国民健康保険
税の収入を増やすことが目的。医療分の概要は、所得割額を、８. ７％から９. ５％に。一人当均等割額を、
１８，５００円から２６，０００円に。世帯当平等割額を、２０，５００円から２４，０００円に、それぞれ
税率をあげるものです。これ以外に後期高齢者支援金分・介護納付金分の税率も引き上げられます。

反対討論　久保田議員
　値上げの幅が大きい。税の上げ幅を少なくするた
めに、町は一般財源投入の額を増やすべき。その基
になる基金は約２９憶円ある。この件は、もともと
国が国保への負担割合を減らしてきたことに根本的
な問題がある。国保税の大幅値上げは苦しい住民の
暮らしを圧迫するので反対する。

賛成討論　皆越議員
　１憶２千万円にのぼる滞納額など納得できない点
はある。しかし、国、県、市町村ともに経営に苦労
しているのが現状。医療費の支出は待ったなしの現
況。国民健康保険制度は高齢化社会のよりどころで
もある。そのような点を考慮し賛成したい。

反対討論　吉瀬議員
　町長は１憶２千万円以上ある滞納税額に関して、
住民に説明の必要がある。町長就任の平成１７年度
から平成２３年度までの不能欠損（滞納額の削除）
額が７年間で約２千５百万円にのぼる。これだけ削
除しても、現在滞納繰越額は１憶２千万円を超える。
説明も対策もないまま税をあげるのでは税の公平性
は保てない。

一般会計補正予算の是非は？
　平成２５年度多良木町一般会計補正予算（第３号）は、賛成９人　反対４人　で可決。内容は、庁舎空
調設備修繕２百５０万円、住宅リフォーム補助５百万円、文化財修繕（白浜旅館）２百万円、相撲場修繕
３５万円。

反対討論　源嶋議員
　歴史的建造物は白浜旅館以外にもある。この建物
は修繕費が高額になるおそれがある。修復した段階
で町民に受け入れてもらえるのかもわからない段階
での２百万円の修繕費用には反対。

賛成討論　皆越議員
　２百万円が適正なる公金の支出なのか若干疑問を
持つが、再三の執行部説明と、今後の支出について
は入念な調査をするという答弁もあり、賛成したい。

反対討論　久保田議員
　２百万円を認めることにより数千万円の事業に足
を踏み出してしまうのでは。使用目的も明確でない
中で多額のお金をつぎ込むことになる。もっと充分
な論議をしたうえで議決すべきである。

国保税予算の是非は？
　平成２５年度多良木町国民健康保険特別会計補正予算第（１号）については　賛成９人　反対４人　で
可決。補正予算の内容は税率の改正によるもの。

反対討論　吉瀬議員
　平成２０年度から２３年度に滞納額を無いものとする不能欠損が２千万円も行われている。平成１９年
度から２４年度まで６年間わずか４人で（通常事務を抱えながら）１憶円を超える滞納整理にあたらせる
人員配置に誤りがある。値上げに反対する。



たらぎ議会だより　第 90 号／５

全
員
協
議
会 議会全員協議会 議会は５月・６月に計４回全員協議会

を開催し町より「今後の課題や６月議
会の議案」等の説明を受けた。

　▶まず「公立保育所の今後について」は町より
「まちづくり推進委員会」の民営化に向けた答申
内容が示され今後のタイムスケジュール等が示
されたが議会としてもこの問題については、も
つと時間を掛けて慎重に論議すべきとの判断で
６月議会への上程は持ち越すべきと協議判断し
町に申し入れた。

　▶「優良繁殖牛改良事業」は当初予算にて最
高限度額を30万円とし３分の１の補助10頭分
３００万円としていたが、その後要望書も提出
され、補助率を２分の１とし限度額40万円とす
る追加補正案の説明を受けた。

　▶上球磨選果場の老朽化に伴う「集出荷貯蔵
施設整備事業補助」としていわゆる国県のトン
ネル事業の約４億８千２００万円追加の説明が
あった。補助残の80㌫は元気交付金の活用をす
るとの説明を受けた。

　▶福祉タクシー補助金は当初予算で6,000
円の券500世帯300万円の予算措置をしてい
たが、不公平感解消のために対象者増加分の約
500万円を追加する事の説明を受けた。

　▶「介護基盤緊急特別対策事業補助金」として
黒肥地３区の公民館・柳野公民館の改築事業と
しての事業費１５００万円の説明を受けた。

　▶平成25年度一般会計補正予算として、３地
区の区長より要望書が提出されている「歴史的
建造物修繕費料」として町の中心部の建物を寄
贈していただき多目的なコミュニティー施設と
して改装し「歴史文化基本構想」策定事業企画書
の「歴史遺産を活用した地域振興構想」の一環と
して有効活用するため当面２００万円での修繕
を行う。また「くまもと歴町50選」の県等の補助
事業を受け本格的改修事業の取り組みの予定を
示された。

　▶相撲場修繕は有効活用できていないのでは
という理由により今回は土俵の撤去と雨といの
設置のみにすべきと協議した。

　▶住宅リフォーム補助金を当初予算において
１、０００万円計上していたが申し込みが多数
あり経済効果もこれまで認められているため今
回補正として５００万円の追加をしたいとの意
向の説明を受けた。

みなさんからの陳情・要望のゆくえ
平成25年６月３日　　要望書　　東光寺地区牛操川堤防舗装工事に関する要望書
　　　採　択

平成25年６月３日　　陳情書　　「年金2.5％削減法」を廃止する意見書採択に関する陳情書
　　　採　択

平成25年６月３日　　要望書　　介護保険費、報償費の一部を「商工会商品券」への移行に
　　　　　　　　　　　　　　　ついての要望書　　　採　択

優良優良繁殖牛のセリ市



たらぎ議会だより　第 90 号／６

一
般
質
問

質
問　
　
「
Ｐ
Ｍ
2.5
（
微

小
粒
子
状
物
質
）
の
対
策

に
つ
い
て
」

　

基
準
値
平
均
70
マ
イ
ク

ロ
グ
ラ
ム
㎥
を
越
え
る
可

能
性
が
出
て
、
基
準
値
が

場
所
に
よ
っ
て
は
か
な
り

の
オ
ー
バ
ー
を
し
て
い
る
。

町
と
し
て
の
健
康
被
害
へ

の
危
惧
に
対
す
る
認
識
は
、

ま
た
も
っ
と
き
め
細
や
か

な
情
報
を
町
民
に
提
供
す

る
必
要
が
あ
る
、
そ
の
対

質
問　
「
通
学
路
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
」

　

平
成
24
年
４
月
京
都
で

集
団
登
校
中
の
児
童
が

悲
惨
な
交
通
死
亡
事
故
に

あ
っ
て
、
各
自
治
体
で
通

学
路
の
緊
急
点
検
な
ど
安

全
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
町
で
は
77
箇
所
の
対
策

が
必
要
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
町
と
し
て
、
い
つ
誰

が
調
査
し
、
緊
急
性
や
今

後
の
対
策
を
ど
う
進
め
る

の
か
。

飛
来
す
る
Ｐ
Ｍ
2.5
の
被
害

認
識
と
対
策
は

関
連
機
関
と
連
携
し
対
策
を
と
る

Ａ Ｑ

危
険
と
認
識
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
77
箇
所
の
対
策
は

緊
急
度
の
高
い
道
路
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
順
次
対
応

Ａ Ｑ

瀬崎哲弘議員

えびす通り通学路

そ
の
他
の
質
問
事
項

◉
児
童
や
婦
女
子
を
犯
罪

か
ら
守
る
対
策
に
つ
い

て
◉
火
葬
場
跡
地
の
利
用
に

つ
い
て

策
は
。

平
川
町
民
福
祉
課
長　

県

の
情
報
よ
り
基
準
値
オ
ー

バ
ー
の
際
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
防
災
無
線
に
て

放
送
し
て
注
意
喚
起
を
し

て
い
ま
す
。

前
田
健
康
保
険
課
長　

呼

吸
器
や
循
環
器
の
疾
患
の

あ
る
人
や
小
さ
な
子
ど
も

達
の
健
康
に
影
響
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

日
頃
か
ら
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

仲
川
農
林
課
長　

農
作

物
に
つ
い
た
Ｐ
Ｍ
2.5
を
食

べ
た
と
し
て
体
の
中
で
分

解
・
吸
収
さ
れ
る
の
で
、

健
康
体
の
人
に
す
ぐ
に
は

影
響
が
無
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

西
こ
ど
も
対
策
課
長　

保

育
園
で
は
、
朝
礼
で
職
員

間
に
屋
外
で
の
遊
び
や
運

動
場
で
の
砂
遊
び
を
控
え

教
室
で
活
動
さ
せ
ま
す
。

宮
本
教
育
振
興
課
長　

各

学
校
で
の
対
策
は
校
内
、

宮
本
教
育
振
興
課
長　

昨

年
６
月
に
３
校
区
３
人
で

校
長
、
教
頭
、
主
任
の
先

生
を
ま
じ
え
、
６
班
に
編

成
し
一
日
か
け
て
実
施

し
、
約
15
㎞
程
度
を
歩
い

て
調
査
し
た
。

　

他
の
町
村
に
比
べ
て
、

よ
り
細
や
か
な
調
査
を
し

た
の
で
計
77
箇
所
の
確
認

を
し
ま
し
た
。

　

対
策
と
し
て
緊
急
度
の

高
い
道
路
よ
り
維
持
管
理

の
修
理
を
予
算
計
上
し
、

通
学
路
の
安
全
対
策
に
努

め
て
ゆ
き
ま
す
。

PM2.5 計測器

家
、
庭
で
の
協
力
を

依
頼
し
マ
ス
ク
の
準

備
な
ど
し
て
予
報
に

気
を
配
り
ま
す
。
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一
般
質
問

質
問　

学
力
向
上
の
た
め
、

土
曜
授
業
の
実
施
を
と
い

う
声
も
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

宮
本
教
育
振
興
課
長　

土

曜
日
の
授
業
に
つ
い
て
は
、

各
小
中
学
校
親
子
参
加
型

の
授
業
推
進
の
た
め
活
用

し
て
い
る
。
基
本
的
に
は

土
曜
、
日
曜
は
休
み
体
制

で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
土

曜
授
業
は
考
え
て
い
な
い

が
、
今
後
学
校
現
場
と
十

分
協
議
を
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

椎
葉
教
育
長　

県
も
要
綱

は
で
き
て
い
な
い
、
授
業

数
が
遅
れ
た
り
し
た
と
き

は
長
期
休
養
を
利
用
し
て

調
整
し
て
い
る
。
一
昨
年

か
ら
学
習
指
導
要
領
が
変

わ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
教
科

質
問　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
に

よ
る
重
い
障
害
が
残
る
よ

う
な
副
反
応
が
全
国
で
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

対
応
策
に
つ
い
て
お
た
ず

ね
し
た
い
。

前
田
健
康
・
保
険
課
長

　

厚
生
労
働
省
の
検
討
部

会
が
傷
み
と
か
腫
れ
の
原

因
を
調
査
し
情

報
が
提
供
で
き

る
ま
で
は
積
極

的
な
推
奨
は
控

え
る
べ
き
と
結

論
づ
け
た
こ
と

で
、
本
町
と
し

て
も
国
の
勧
告

に
従
っ
て
個
別

に
案
内
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、

国
の
結
論
が
出

る
ま
で
は
案
内
を
出
さ
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
定
期
予
防

接
種
か
ら
外
す
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
有
効
性
を
理
解
し
て
接

種
を
受
け
ら
れ
る
方
に
つ

い
て
は
、
有
効
性
と
リ
ス

ク
を
理
解
し
た
う
え
で
、

ま
た
病
院
の
医
師
の
先
生

と
相
談
し
た
う
え
で
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
点
で

は
、
ま
だ
定
期
接
種
は
続

く
と
い
う
こ
と
で
す
。

皆越秋廣議員

学
力
向
上
の
た
め

　
　
　
　
　
土
曜
授
業
の
実
施
は

土
曜
授
業
で
の
学
力
向
上
は

　
　
　
　
　
　
　
基
本
で
は
な
い

Ａ Ｑ

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
副
反
応
対
策
は

国
の
勧
告
方
針
に
従
う

Ａ Ｑ

で
約
一
割
教
科
書
の
厚
み

が
増
え
て
お
り
懸
念
は
し

て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
学

校
側
か
ら
土
曜
授
業
を
や

ら
な
け
れ
ば
時
間
数
が
足

り
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
聞
こ
え
て
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
土
曜
授

業
と
い
う
も
の
を
進
め
る

中
で
学
力
向
上
と
い
う
の

が
基
本
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◉
農
業
振
興
に
つ
い
て

◉
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て

親子参加による土曜授業
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一
般
質
問

質
問　
「
行
政
運
営
に
つ

い
て
」

　
「
職
員
の
民
間
企
業
へ

長
期
研
修
」
に
よ
り
、
職

員
の
コ
ス
ト
や
そ
の
他
の

意
識
改
革
に
か
な
り
の
成

果
が
出
て
い
る
と
聞
く
が
、

本
町
で
も
民
間
企
業
へ
研

修
を
す
る
事
に
よ
り
、
職

員
の
「
町
内
企
業
の
現
状

把
握
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
向

上
」
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
町
長
の
考
え
は
。

松
崎
総
務
課
長　

色
々
職

員
研
修
に
つ
い
て
は
今
ま

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
特
徴
を
生
か
し
た

活
力
の
あ
る
、
個
性
豊
か

な
地
域
作
り
を
行
う
と
い

質
問　
「
教
育
振
興
に
つ

い
て
」

　

４
月
に
町
内
の
学
校
で

実
施
さ
れ
た
い
じ
め
体
罰

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
学
校
の

先
生
に
手
渡
し
で
渡
す
の

は
、い
じ
め
・
体
罰
が
あ
っ

て
も
書
き
づ
ら
い
と
言
う

声
も
聞
か
れ
る
が
、
や
り

方
に
問
題
は
な
い
の
か
。

教
育
長
は
ど
の
よ
う
な
見

解
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の

か
。

椎
葉
教
育
長　

ア
ン
ケ
ー

職
員
の
意
識
改
革
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
行
政
効
果
を

将
来
的
に
は
民
間
企
業
で
の

　
　
　
　
　
　
　
研
修
も
必
要

Ａ Ｑ

矢立信一郎議員

ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
方
に

　
　
　
　
問
題
は
な
か
っ
た
か

積
極
的
に
い
じ
め
や
、
体
罰
対
策

に
取
り
組
む

Ａ Ｑ

質
問　
「
職
員
の
中
途
採

用
に
つ
い
て
」

　

民
間
企
業
で
会
社
勤
務

を
経
験
し
て
き
た
方
た
ち

を
特
別
枠
で
採
用
出
来
な

い
か
。
町
長
の
考
え
は
。

松
崎
総
務
課
長　

本
町
で

職
員
採
用
の
年
齢
を
35
歳

ま
で
引
き
上
げ
て
、
一
般

の
地
方
公
務
員
の
採
用
枠

の
年
齢
を
高
く
し
ま
し
た
。

一
般
企
業
で
の
経
験
者
の

採
用
の
意
味
も
あ
り
、
25

年
度
の
６
人
の
採
用
中
２

人
が
民
間
企
業
を
経
験
し

た
人
で
し
た
。

ト
の
取
り
方
に
つ
い
て
の

不
満
や
審
議
に
つ
い
て
の

ん
。

宮
本
教
育
振
興
課
長　

本

町
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
、
体
罰
の
事

実
は
無
か
っ
た
こ
と
に
安

心
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
校
長
会
議
等
を
開
き
学

意
見
も
、
今
の
と
こ
ろ
上

が
っ
て
は
き
て
お
り
ま
せ

う
こ
と
で
全
職
員
対
象
に

実
施
し
て
お
り
、
行
政
研

修
と
し
て
自
治
大
学
や
新

人
職
員
を
３
泊
４
日
で
自

衛
隊
派
遣
研
修
を
行
っ
て

職
員
採
用
試
験
に
民
間
企
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
験
者
を

採
用
年
齢
を
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
受
け
入
れ
て
い
る

Ａ Ｑ

校
と
の
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
体
罰
等
へ
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
ク
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
収
集
の

体
験
、
分
別
の
研
修
を
さ

せ
ま
し
た
。

町
長　

ご
指
摘
の
通
り
民

間
で
の
研
修
も
必
要
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

受
け
入
れ
先
に
も
お
願
い

し
て
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

職員の体験研修
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一
般
質
問

質
問　

道
路
整
備
事
業
に

つ
い
て

　

県
道
人
吉
水
上
線
改
良

工
事
の
現
在
の
進
捗
状
況

と
、
用
地
買
収
が
済
ん
だ

と
こ
ろ
か
ら
部
分
着
工
で

き
な
い
か
。

久
保
環
境
整
備
課
長

　

現
状
と
し
て
は
、
用
地

交
渉
の
段
階
で
す
。
現
地

と
字
図
等
が
食
い
違
っ
て

い
る
た
め
、
現
在
の
取
得

は
７
筆
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。
黒
肥
地
３
区
の
地
区

総
会
に
県
と
一
緒
に
出
向

き
、
現
状
の
報
告
を
し
、

理
解
を
求
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
字
図
の
混
乱
箇

所
に
つ
い
て
は
、
本
町
の

税
務
課
の
協
力
の
も
と
に

解
消
に
向
け
た
手
続
き
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

工
事
着
手
に
つ
い
て
は
、

あ
る
程
度
用
地
取
得
が
進

ま
な
い
と
出
来
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
取
得
状
況
を

見
な
が
ら
工
事
は
進
め
て

い
く
と
い
う
、
県
の
見
解

で
す
。

質
問　

槻
木
小
学
校
の
復

校
が
論
議
さ
れ
て
い
る
と

聞
く
が
、
教
育
長
と
し

て
ど
の
よ
う
な
見
解
を

増
え
る
と
い
う
の
は
、
ど

の
地
域
に
と
っ
て
も
非
常

に
活
性
化
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
復
校
で
き
る

質
問　

公
立
多
良
木
病
院

に
つ
い
て

　

医
師
不
足
に
よ
る
公
立

多
良
木
病
院
の
危
機
的
な

対
応
を
ど
う
考
え
か
。

町
長　

第
一
義
的
に
医
師

不
足
に
よ
る
も
の
が
一
番

だ
と
思
い
ま
す
。
医
師
の

招
へ
い
に
つ
い
て
は
、
や

れ
る
こ
と
は
す
べ
て
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、

熊
大
等
に
も
何
回
も
足
を

運
ん
で
話
を
し
、
医
師
の

招
へ
い
に
む
け
て
努
力
を

し
て
い
ま
す
。

魚住憲一議員

県
道
33
号
線

　
　
　
　
部
分
着
工
で
き
な
い
か

用
地
収
得
が
進
ま
な
い
こ
と
に
は

Ａ Ｑ

「
宮
ケ
野
小
」
復
校
で
き
る
か

復
校
に
向
け
て
努
力

Ａ Ｑ

危
機
的
な
対
応
を

医
師
の
招
へ
い
に
向
け
努
力

Ａ Ｑ
復校を待たれる宮ケ野小

よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
、

今
、
休
校
の
状
態
で
あ
り

管
理
は
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
目
の
届
か
な
い
部

分
も
出
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
手
を
加
え
て
そ
う
い

う
状
況
に
な
れ
ば
復
校
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

宮
ヶ
野
地
区
内
に
は
子

供
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

地
元
の
人
た
ち
の
話
を
聞

き
な
が
ら
復
校
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
復

校
に
向
け
て
努
力
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

着工を待つ人吉水上線

持
っ
て
お
ら
れ

る
の
か
、
ま
た

費
用
対
効
果
の

中
で
地
域
活
性

化
が
見
込
ま
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、

宮
ヶ
野
小
学
校

で
も
、
取
り
組

み
を
し
て
い
た

だ
け
る
か
。

椎
葉
教
育
長

　

教
育
長
と
し

て
の
思
い
で
答

え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
復

校
に
な
れ
ば
さ

い
わ
い
だ
と
、

や
は
り
子
供
が
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一
般
質
問

上
中
球
磨
に
お
け
る
特
別
老
人
施
設
の

待
機
者（
入
所
待
ち
の
方
）の
人
数
は

５
ヵ
所
の
待
機
者
の

　
　
　
　
　
　
総
数
は
841
名

Ａ Ｑ

源嶋たまみ議員

質
問　

本
町
の
老
人
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
等
を
読
み
、
人
口
の
割

に
、
ま
た
県
下
に
お
け
る

高
齢
比
率
の
順
位
に
お
い

て
も
介
護
施
設
が
少
な
い

と
思
わ
れ
る
。
あ
さ
ぎ
り

町
に
は
多
く
の
施
設
が
あ

り
、
本
町
の
方
も
多
く
入

所
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

待
機
者
と
呼
ば
れ
る
入
所

待
ち
の
方
は
何
人
ぐ
ら
い

い
る
の
か
、
ま
た
他
町
村

の
枠
を
含
め
て
何
床
ぐ
ら

い
保
有
し
て
い
る
の
か
。

前
田
健
康
保
険
課
長　

本

町
を
含
め
上
中
球
磨
に
は

５
ヶ
所
あ
り
、
社
会
福
祉

法
人
運
営
が
４
ヶ
所
、
人

吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
運

営
が
１
ヶ
所
で
、
５
ヶ
所

の
総
定
員
が

330
名
、
そ
の

う
ち
入
所
者
も
現
在

330
名

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

か
ら
お
聞
き
し
た
待
機

者
の
総
数
は

841
人
と
い
う

質
問　

就
農
支
援
に
取
り

組
む
Ｊ
Ａ
に
行
政
と
し
て

支
援
出
来
な
い
か
。

仲
川
農
林
課
長　

今
後
、

事
業
の
推
移
を
見
な
が
ら

行
政
と
し
て
ど
う
い
っ
た

支
援
が
で
き
る
の
か
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

町
長　

行
政
の
方
で
も
支

援
を
考
え
な
が
ら
就
農
支

介
護
施
設
の
公
募
の
予
定
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
定
は

介
護
保
険
計
画
策
定
委
員
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
諮
り
な
が
ら

Ａ Ｑ
質
問　

他
町
村
に
比
べ
て

介
護
施
設
が
少
な
い
と
思

う
が
、
公
募
の
予
定
と
選

定
は
。

前
田
健
康
保
険
課
長　

介

護
保
険
給
付
費
が
他
町
村

よ
り
大
き
な
伸
び
を
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
施
設
整

備
は
今
の
と
こ
ろ
保
留
を

就
農
支
援
の
取
り
組
み
は

事
業
の
推
移
を
見
な
が
ら

取
り
組
み
た
い

Ａ Ｑ

こ
と
で
す
が
、

た
だ
一
人
の

人
が
何
ヶ
所

も
掛
け
持
ち

で
申
し
込
ん

で
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
、

実
数
に
つ
い

て
は
こ
れ
よ

り
減
る
も
の

と
考
え
て
い

ま
す
。

援
事
業
が
進
む
方
向
で
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
町

指
定
の
施
設
で
あ
れ
ば
、

介
護
保
険
計
画
策
定
委
員

会
に
も
諮
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

特別養護老人ホームあずみ野（定員 60 名）

就農支援が期待される耕作放棄地
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一
般
質
問

質
問　

１
憶
２
千
万
円
以

上
あ
る
滞
納
税
額
に
関
し

て
、
町
は
住
民
に
ど
う
説

明
す
る
の
か
。
町
長
就
任

の
平
成
17
年
度
か
ら
平
成

23
年
度
ま
で
の
不
能
欠
損

額
（
滞
納
税
の
削
除
）
が

７
年
で
約
２
千
５
百
万
円

に
な
る
。
不
能
欠
損
が
突

出
す
る
の
は
平
成
20
年
度

が
約
７
百
90
万
円
、
21
年

度
が
約
８
百
40
万
円
、
22

年
度
が
約
３
百
70
万
円
、

３
年
の
合
計
が
２
千
万
円

を
超
え
る
。
担
当
係
は
平

成
19
年
４
月
か
ら
６
年
間
、

わ
ず
か
に
４
人
態
勢
、
こ

れ
で
１
憶
円
を
超
え
る
未

収
金
の
徴
収
は
困
難
。
明

ら
か
な
人
員
配
置
の
誤
り
。

徴
収
体
制
が
不
備
で
あ
っ

た
た
め
に
多
額
の
滞
納
額

の
発
生
を
許
し
て
し
ま
っ

た
の
で
は
。

町
長　

私
も
、
い
ち
ば
ん

の
問
題
は
増
え
続
け
る
滞

納
額
の
問
題
だ
と
思
っ
て

い
る
。
短
期
保
険
証
を
活

用
し
な
が
ら
努
力
し
て
い

る
が
、
徴
収
の
成
果
が
あ

が
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

今
、
税
率
を
上
げ
て
お
か

な
け
れ
ば
国
保
の
経
営
は
、

よ
り
厳
し
い
状
態
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
徴
収
体
制
は

４
人
だ
っ
た
が
今
年
か
ら

は
税
務
課
と
協
力
し
な
が

ら
滞
納
額
を
減
ら
す
努
力

を
し
て
い
く
。

質
問　

最
大
の
問
題
は
医

師
不
足
。
医
師
の
確
保
が

で
き
れ
ば
約

450
人
の
雇
用

を
守
り
な
が
ら
病
院
経
営

が
成
り
立
つ
。
23
年
度
決

算
は
約
２
憶
４
千
７
百
万

の
純
利
益
だ
が
24
年
度
は

赤
字
に
な
る
。
ベ
ッ
ド
数

は
199
床
あ
る
が
入
院
が
10

床
減
少
の
場
合
、
約
１
億

２
千
万
円
の
減
収
に
な
る
。

医
師
数
が
減
れ
ば
収
益
も

積
立
金
も
減
少
す
る
。
近

い
将
来
、
４
町
村
が
赤
字

補
て
ん
の
た
め
負
担
金
を

支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
。
病
院
は
約

450
人

の
従
業
員
を
抱
え
る
大
企

業
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

な
ど
一
刻
を
争
う
患
者
の

場
合
30
分
の
差
が
生
命
に

か
か
わ
る
。
日
曜
日
は
院

長
自
ら
診
療
に
あ
た
っ
て

い
る
。
過
酷
な
勤
務
状
況

下
で
医
師
が
や
め
る
と
24

時
間
救
急
態
勢
が
成
立
し

な
く
な
る
。
年
間
約
１
千

５
百
人
の
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
が
で
き
な
く
な
り

約
450
人
の
雇
用
が
守
れ
な

く
な
り
住
民
を
生
命
の
危

険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
。

そ
う
な
る
と
上
球
磨
消
防

組
合
や
病
院
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
４
町
村
長
の
責

任
が
問
わ
れ
る
。
こ
の
地

域
に
住
む
人
た
ち
を
忘
れ

な
い
で
頂
き
た
い
。
地
域

で
医
療
を
受
け
地
域
で
家

族
に
看
取
ら
れ
て
亡
く
な

る
と
い
う
選
択
肢
を
私
た

ち
住
民
に
残
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長　

安
心
し
て
地
元
に

住
ん
で
い
た
だ
く
に
は
、

私
も
医
師
の
確
保
が
一
番

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
４

人
の
町
村
長
、
病
院
職
員

も
努
力
し
て
い
る
し
、
国

に
も
働
き
か
け
て
い
る
、

道
筋
も
少
し
見
え
て
き
た
。

私
も
議
員
と
同
じ
よ
う
な

危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
熊
本
大
学
だ

国
保
税
値
上
げ
す
べ
き
で
な
い

　
　
　
徴
収
４
人
体
制
で
は
無
理

値
上
げ
も
や
む
な
し

　
　
　
　
　
　
税
徴
収
努
力
す
る

Ａ Ｑ

吉瀬浩一郎議員

公
立
病
院
経
営
の
根
幹

医
師
不
足
に
ど
う
対
処
さ
れ
る
の
か

危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
む

Ａ Ｑ

け
で
な
く
宮
崎
大
学
か
ら

の
派
遣
に
つ
い
て
も
西
米

良
村
長
に
お
願
い
し
て
い

る
。

増える滞納税にどう対処

そ
の
他
の
質
問
事
項

◉
教
育
の
最
高
責
任
者
と

し
て
の
指
導
方
針
に
つ

い
て

24 時間救急医療をささえる公立病院
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一
般
質
問

質
問　

指
定
管
理
者
に
よ

る
施
設（
え
び
す
の
湯
等
）

の
管
理
・
業
務
に
委
託
料

と
し
て
年
間
２
千
５
百
７

１
万
６
千

960
円（
決
算
額
）

支
払
っ
て
い
ま
す
、
出
納

関
連
の
事
務
に
つ
い
て
監

査
を
行
う
こ
と
も
必
要
と

思
う
が
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

一
か
月
ご
と
の
報

告
は
毎
回
受
け
て
お
り
ま

す
が
、
地
方
自
治
法
に
よ

質
問　

町
内
の
経

済
活
性
化
、
雇
用

機
会
の
拡
大
等
の

観
点
か
ら
町
内
で

行
わ
れ
る
公
共
事

業
に
、
地
元
企
業

を
活
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
活
用

さ
れ
る
よ
う
に
努

力
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
が
町

長
の
考
え
は
。

町
長　

実
績
を
見

て
も
分
か
る
よ
う

指
定
管
理
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
監
査
の
必
要
性
は

監
査
を
行
う
こ
と
は
可
能

Ａ Ｑ

村山　昇議員

公
共
事
業
に
地
元
企
業
を

　
　
　
　
　
　
活
用
す
べ
き
で
は

地
元
企
業
参
加
を
優
先
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
て
行
く

Ａ Ｑ

指
定
管
理
者
の
運
営
の
効
果
は

雇
用
確
保
の
面
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
貢
献
し
て
い
る

Ａ Ｑ

質
問　

指
定
管
理
施
設

「
え
び
す
の
湯
・
ブ
ル
ー

ト
レ
イ
ン
た
ら
ぎ
・
交
流

館
石
倉
（
駅
を
含
む
）」

の
利
用
料
金
と
町
が
指
定

管
理
者
に
支
払
う
委
託
料

と
の
関
係
と
委
託
料
の
金

額
は
。

松
本
企
画
観
光
課
長　

町

で
は
地
方
自
治
法
、
町
の

条
例
に
基
づ
き
ま
し
て
、

施
設
の
利
用
料
を
指
定
管

理
者
の
収
入
と
し
て
収
受

さ
せ
て
い
る
。
平
成
24
年

度
の
指
定
管
理
委
託
料
に

つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度

の
一
般
会
計
決
算
の
収
支

状
況
を
基
に
、
こ
の
３
施

設
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

れ
ば
、「
普
通
地
方
公
共

団
体
の
長
又
は
委
員
会

は
、
指
定
管
理
者
の
管
理

す
る
公
の
施
設
の
管
理
の

適
正
を
期
す
る
た
め
、
指

定
管
理
者
に
対
し
て
、
該

当
管
理
の
業
務
又
は
経
理

の
状
況
に
関
し
報
告
を
求

め
、
実
施
に
つ
い
て
調
査

し
、
又
は
必
要
な
指
示
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
も

の
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
当
然
監
査
委
員

に
よ
る
監
査
も
含
ま
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

う
こ
と
と
、
例
年
ど
お
り

の
取
り
扱
い
を
す
る
と
い

う
前
提
で
収
支
を
調
整
し
、

当
初
金
額
２
千
５
百
63
万

７
千
円
（
介
護
保
険
報
償

費
600
万
円
含
む
）
で
協
定

を
締
結
し
た
。
こ
れ
は
施

設
を
管
理
運
営
す
る
に
は

必
要
な
経
費
と
思
い
ま
す

し
、
雇
用
に
お
い
て
も
19

人
体
制
で
交
代
勤
務
を
し

て
お
り
ま
す
。
雇
用
の
確

保
と
い
う
面
か
ら
も
町
に

貢
献
を
し
て
い
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

改修される黒肥地石倉

指定管理者による施設

に
一
義
的
に
地
元
企
業
の

方
に
雇
用
確
保
の
意
味
か

ら
も
発
注
し
て
い
る
。
今

後
も
当
然
地
元
企
業
に
参

加
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
優
先
的
に
考
え
努
力
し

て
行
く
。
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一
般
質
問

質
問　

保
育
士
の
仕
事
は

低
賃
金
の
た
め
、
な
り
手

が
不
足
す
る
事
態
も
お
き
、

政
府
の
「
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
」
で
は
、
認
可
保
育

基
準
の
切
下
げ
も
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
、
公
立

保
育
所
に
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
地
域
の
拠
点

と
し
て
、
子
ど
も
の
保
育

水
準
・
労
働
環
境
を
守
り

支
援
す
る
役
割
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
公
立
保
育
所
の

公
的
な
性
格
を
残
し
て
今

後
の
運
営
形
態
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

等
を
確
認
後
、
管
轄
で
あ

る
福
祉
事
務
所
に
相
談
の

内
容
を
伝
達
し
ま
す
。
そ

の
後
、
福
祉
事
務
所
の
面

接
訪
問
が
あ
り
、
生
活
保

護
の
仕
組
み
等
を
十
分
周

知
し
た
上
で
申
請
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
と

い
う
こ
と
で
対
応
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

町
長　

今
後
も
生
活
保
護

の
相
談
が
あ
れ
ば
、
い
ろ

い
ろ
と
相
談
に
乗
っ
て
管

ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

西
こ
ど
も
対
策
課
長

　

町
の
財
政
事
情
な
ど
を

踏
ま
え
、
民
間
で
も
行
政

で
も
で
き
る
業
務
、
に
つ

い
て
検
討
し
、
費
用
対
効

果
を
試
算
し
、
民
間
に
任

せ
て
も
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
ま
ね
か
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
順
次
民
営
化
、

あ
る
い
は
指
定
管
理
者
制

度
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
行
政
分
野
の
取
り

組
み
、
き
め
細
や
か
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可

能
と
な
る
行
政
に
し
か
で

き
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
充
実
し
、
そ
れ
に
伴
い

捻
出
さ
れ
た
財
源
を
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
幅
広
く
活
用
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

町
長　

平
成
19
年
に
多
良

木
町
の
第
３
次
行
政
改
革

大
綱
の
な
か
で
、
見
直
し

と
い
う
答
申
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
公
的
保
育
所
と

認
可
保
育
所
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
そ
う
変
わ
ら
な

い
と
思
っ
て
い
て
、
答
申

の
な
か
に
も
民
営
化
の

検
討
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
民
営
化
に
移
行
す
る

方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば

質
問　

政
府
は
、
生
活
保

護
法
の
申
請
時
に
、資
産
・

収
入
等
の
書
類
の
提
出
を

義
務
づ
け
る
改
定
を
審
議

中
で
す
。
口
頭
で
も
受
け

付
け
て
い
た
保
護
が
受
け

に
く
く
な
る
と
、
日
本
弁

護
士
会
も
反
対
を
し
て
い

る
が
、
ど
う
対
応
さ
れ
る

の
か
。

平
川
町
民
福
祉
課
長　

申

請
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
相
談
が
あ
れ
ば

必
ず
面
接
で
聞
き
取
り
し

て
、
収
入
・
財
産
の
有
無

久保田悦子議員

公
立
保
育
所
の
公
的
な
性
格
を

　
　
　
　
　
　
残
し
て
の
運
営
を

議
会
と
議
論
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
決
定
し
て
い
き
た
い

Ａ Ｑ

轄
の
福
祉
事
務
所
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
実
施
し

て
い
き
た
い
。

と
今
の
と
こ
ろ
思
っ
て
い

ま
す
が
、
議
会
の
方
か
ら

は
、
も
う
少
し
議
論
の
余

地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
提
案
も
あ
り
ま
し

た
の
で
、
真
摯
に
そ
れ
を

生
活
保
護
法
の
対
応
は

福
祉
事
務
所
と
も
図
り
な
が
ら

　
　
　
　
　
実
施
し
て
い
き
た
い

Ａ Ｑ

受
け
止
め
て
、
議
会
と
今

後
、
協
議
を
し
な
が
ら
決

定
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◉
新
築
住
宅
の
補
助
に
つ

い
て

◉
教
育
長
の
所
信
・
教
育

委
員
会
の
考
え
に
つ
い

て
◉
川
辺
川
利
水
・
治
水
に

つ
い
て

今後の公立保育所の運営形態は？

生活保護の担当窓口
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一
般
質
問

質
問　

槻
木
集
落
支
援
員

の
今
後
の
具
体
的
方
向
性

と
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
ま
た
徳
野

教
授
が
「
集
落
を
存
続
す

る
に
は
槻
木
小
学
校
の
復

校
は
絶
対
条
件
」
と
い
わ

れ
て
い
る
が
復
校
は
す
る

の
か
。

松
本
企
画
課
長　

地
域
の

問
題
解
決
と
活
性
化
を
目

的
と
し
、
こ
れ
ま
で
書
類

に
よ
る
支
援
員
応
募
者
は

５
人
い
ま
す
が
、
徳
野
教

授
の
ル
ー
ト
の
推
薦
者
を

優
先
に
考
え
て
い
ま
す
。

支
援
員
の
住
居
は
飲
料
水

の
問
題
や
改
修
費
用
等
の

問
題
も
あ
り
支
援
員
が
決

ま
り
次
第
決
定
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

町
長　
「
復
校
」
が
絶
対

条
件
と
考
え
な
い
し
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢

者
社
会
の
不
便
さ
を
解
消

す
る
こ
と
が
１
番
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問　

民
生
委
員
の
任
務

と
重
要
性
は
？
。
年
々
増

加
す
る
１
人
暮
ら
し
高
齢

質
問　
「
姉
妹
町
交
流
事

業
」
の
現
状
と
そ
の
成
果

を
受
け
「
交
流
事
業
」
を

民
間
レ
ベ
ル
に
ま
で
広
げ

資
金
的
に
も
支
援
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か

松
本
企
画
課
長　

子
供
た

ち
の
視
野
を
広
げ
民
泊
の

た
め
世
帯
間
で
の
交
流
も

深
ま
り
、
役
場
間
は
無
論
、

議
会
等
で
の
結
び
つ
き
が

年
々
増
し
て
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
物
産
・
経
済

交
流
を
目
的
に
町
内
の
団

体
等
の
研
修
補
助
を
す
る

方
向
性
で
今
後
要
綱
を
作

り
議
会
で
も
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

町
長　

民
間
レ
ベ
ル
で
の

交
流
も
す
で
に
始
ま
っ
て

お
り
今
回
南
幌
町
の
Ｊ
Ａ

の
方
の
訪
問
や
南
幌
町
の

米
で
の
焼
酎
作
り
等
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
交
流
の
問

題
性
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
今
後
の
考
え
の
一

つ
と
し
て
、
中
学
校
の
修

学
旅
行
を
一
部
援
助
し
南

「
槻
木
小
の
復
校
」
は
す
る
の
か

「
絶
対
条
件
」と
は
考
え
て
い
な
い

Ａ Ｑ

林田俊策議員

「
民
生
委
員
協
力
員
制
度
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
創
設
を

「
制
度
」
を
検
討
し
た
い

Ａ Ｑ

者
世
帯
な
ど
を
民
生
委
員

１
人
で
担
当
す
る
こ
と
が

困
難
な
情
況
が
見
受
け
ら

れ
る
、
民
生
委
員
以
外
の

地
域
住
民
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
助
け
合
い
支
え
合

う
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
目
的
と
し
、「
民

生
委
員
協
力
員
制
度
」
を

考
え
て
は
。

平
川
町
民
福
祉
課
長　

厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
公
務
員
で
福
祉
事
務

所
や
行
政
機
関
と
の
連
携

を
図
り
情
報
提
供
や
援
助

を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
交
流
事
業
」
の
拡
大
を
す
べ
き

で
は

「
要
綱
」
を
作
り
検
討
す
る

Ａ Ｑ
復校を唱える徳野教授

町
長　

こ
れ
ま
で
民
生
委

員
の
ご
苦
労
を
見
て
き
て

い
ま
す
し
、
そ
の
必
要
性

は
高
齢
化
社
会
に
伴
い
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
委
員
の
方
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
誇

り
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
今
後
「
協
力

員
制
度
」
も
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

幌
町
へ
と
し
ま
す
と
、
全

員
行
け
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
南
幌
町
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
り
問
題

は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
の

で
両
町
で
煮
詰
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今年も訪れた南幌町の子供たち
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議
会
改
革
・
陳
情

24年度事業８項目を代議士へ陳情
　議会は松本町長同行のもと「道路の整備事業や

農林業活性化・整備事業等」を中心とした町の

２４年度の主軸事業８項目を地元選出の国会議員

の金子・松村両議員を中心に衆参の議員会館を訪

問し陳情した。

　また金子代議士が委員長を勤める「国土交通委

員会」も傍聴することが出来ました。

アンテナショップ銀座館
　「県東京事務所」を訪問しその役割や事業内容の

説明を受け「農産物の流通の問題点」等の質疑を行

いその後、県産品の「アンテナショップ銀座館」を

視察し消費動向等の調査を行った。

次の日千葉県唯一の村である長生村(人口約

15,000人)を訪問し「議会基本条例・通年議会・倫

理条例」の制定の経緯や制定後の村民の反響を先

進地研修し「議会報告会」のあり方等の意見交換を

行いました。

　議会活性化委員会は５月あさぎり町議会訪問研

修を行いました。「議事録編集機器・議会ネツト

配信」等の視察をして郡内唯一いちはやく「通年

議会」を導入し取り組まれている議会として研修

を行いました。後日　あさぎり町の議会事務局長

坂本氏を招き「議会改革」のこれまでの取り組み

の経緯や実施後の議会自身や町民の評価等の説明

を受けました。

　６月には御船町議会を訪問し「議会基本条例」

制定までの経緯と制定後の状況について議会議員

のみならず、立場のことなる執行部として山本町

長も参加していただきご意見を拝聴し有意義な研

修となった。

　　　　　　　議会活性化委員会報告
町民と共に歩む議会　行動する議会　開かれた議会を目指しての取り組みは・・・。

議会改革着々と！
議会改革着々と！

文責：瀬崎

陳情・視察研修
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▼
連
日
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

全
国
各
地
の
小
・
中
・
高
校
で
熱
中
症
の
症

状
を
訴
え
て
病
院
搬
送
さ
れ
た
児
童
、
生
徒

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
農
作
物
等
の

被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
管
理
に
は
注
意

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
農
作
業
中
の
熱

中
症
に
は
十
分
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼
そ
ん
な
猛
暑
の
な
か
、
第
95
回
全
国
高
校

野
球
熊
本
大
会
が
開
催
さ
れ
、
高
校
球
児
の

ひ
た
向
き
に
白
球
を
追
う
姿
、
全
力
プ
レ
ー

に
感
動
し
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
。
多
良
木
高
校
野
球
部
も
本
格
派
右
腕

ピ
ッ
チ
ャ
ー
善
君
（
２
年
生
）
を
擁
し
て
大

会
に
挑
み
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
４
回
戦
で

敗
退
し
ま
し
た
。
野
球
部
の
頑
張
り
に
心
か

ら
拍
手
を
送
る
と
と
も
に
、
秋
の
新
人
戦
に

多
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
人
吉
球
磨
郡
内
の
４
校
で
高
校
野
球
Ｏ

Ｂ
連
絡
協
議
会
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
協
議

会
の
合
言
葉
は
、「
人
吉
・
球
磨
か
ら
甲
子

園
へ
」
を
目
標
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

▼
こ
れ
か
ら
も
高
校
球
児
に
負
け
な
い
よ
う

な
熱
い
思
い
を
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご

愛
読
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
坂
口
）

広
報
特
別
委
員
会
構
成

◎
瀬
崎　

哲
弘　

 

魚
住　

憲
一

○
坂
口　

幸
法　

 

村
山　
　

昇

　

吉
瀬
浩
一
郎　

 

林
田　

俊
策 

24時間救急体制に 公立多良木病院
　危機回避の道は

▶医師不足
　医師不足では病院経営は成り立ちません。医師の確保という医療環境さえ整えば病院経営はうまく
いきます。原因は新臨床医研修制度です。新人医師が研修先を自由に選べるようになり専門的な医療を
学べる都市部へ医師が集中し地方の医師数が不足することになり、過疎地の医療が成り立たなくなっ
ています。
▶初めての赤字
　２３年度決算は約２憶４千万円の利益を計上しましたが２４年度の決算ははじめての赤字になりそ
うです。今後の病院経営を楽観的に考えるのは危険です。危機回避の道筋を立てなければなりません。
▶病院は大企業・医師減大変なことに
　病院では多くの方々が働いておられます。病院は約４５０人の従業員を抱えるこの地域の大企業
です。入院患者一人当たり病院の収入は１日約３万３千円です。入院患者が１０人減少した場合は、
３万３千円×１０人×３６５日となり年間約１億２千万円の減収になります。医師数が減れば入院患
者も減り収益も大きく後退します。このままですと近い将来４町村の負担が重くなります。
▶選択と負担・医師の高齢化
　一刻を争う患者さんには、幾つかの選択肢があります。①公立病院に行く②人吉・八代に行く③熊本
市内の病院に行く。公立病院なら入院諸経費は小額ですが、人吉市ですと交通費などの経費がかさみま
す。熊本市ならばもっと大きな負担が生じます。身近に救急病院があることは生活に安心感をもたらし
ます。医師の高齢化が進んでいます。病院の内規には「６０歳超の医師は当直をしなくてよい」とありま
す。当直医師の減少は救急医療の崩壊をもたらします。日曜日は院長自ら当直されます。実態はそこま
で来ているのです。
▶救急医療体制の崩壊は地域医療の崩壊
　医師もフル回転状態が続くと体力的、精神的に持続が困難です。それに疲れて医師が去っていく時、
救急医療体制は崩壊します。人吉・八代・熊本市等に搬送するにしても、その時間は患者を生命の危険に
さらします。今後益々お年寄りが多くなります。町長には医療を受ける立場の住民の方々に対して重大
な政治的責任がありますこれは４町村の政治問題です。議会も地域医療を守るため最大限の努力をし
なければなりません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：吉瀬

赤信号!!


